
「困りごと」を「出会い」の場に

Meets 

Community
ミーツ株式会社



1988年生まれ。北海道千歳市出身。
東京大学文学部歴史文化学科卒業後トヨタ自動車に
入社、人事部にて人間関係諸活動に従事し国内8万人
グローバル35万人を繋げ会社役員のサポートなどを行い、ブ
ラジル支社を経て独立。

帰国後、北海道厚真町にて「境界を越えて世界をかき混ぜ
る」をコンセプトのマドラー株式会社を設立し、
共助型困りごと解決プラットフォーム「Meets Community」
（のちにミーツ株式会社として別法人化）や北海道の挑戦と
応援の循環を作る「ほっとけないどう」などを企画運営。
北海道経済コミュニティ「えぞ財団」団長。

成田智哉 / Tomoya Narita
ミーツ株式会社 代表取締役
コープさっぽろ 組織本部地域政策室室長
シェアリングエコノミー協会 北海道支部長



http://throughme.jp/idomu_atsuma_lvs2018restart/





団体プロフィール

● ミーツ株式会社 / Meets Inc.

● 本社：北海道勇払郡厚真町京町一番地

● Mail：narita@meets-atsuma.com

● 設立年月日：2021年7月1日

● 代表取締役：成田 智哉

● 従業員数：3名

● 事業内容：

生活支援一式サービス・まちづくり

サービスの企画・開発・運営

団体プロフィール

mailto:narita@meets-atsuma.com


山手線内側面積の約6.7倍

厚真町人口4300人。少子化、過疎化、高齢化率37%。タ
クシーは一台でバスも限られている。農家が多いため、
コンパクトシティ化は難しい、一般的な過疎地でどう豊
かに生きていくか、にチャレンジしています。
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LINEアプリと電話を活用。利用者からアナログで受けても、デジタルに変換でき、地域の方は
スマホがあれば新しいアプリのインストールは難しくてもLINEはできることが多い。

ミーツは過疎地の共助型困りごと解決プラットフォーム

まちづくり as a Service
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移動だけではなく、困りごとの解決として、草刈りや雪かき・力仕事やスマホの勉強など、
様々な形で活用。出会いの場が紡がれていき、新たなコミュニティのきっかけに。



現行法律の整理や保険の整備が完了し、サービスを開始。
2023年厚真町での実装を経て、他地域の展開も検討。





ベテラン GAFA
● 今日どこにいくのか
● 今までの人生の蓄積
● 最近何に困っているのか
● 自分の資産の使い道について

超ローカル情報

「泥臭い」という形のDXを行うことで、GAFAがとれてない、超ローカル情報を多数持ち、
活用することで、toG,Bにより効率的な行政運営や、地域の困りごと解決をサポート





自治体へのデータ提供と健全な自治体経営に向けてのEBPMの推進

引用：EBPMとは？｜中央省庁・地方自治体｜デロイトトーマツグループ｜Deloitte

● 「誰が、どこで、何に困っているのか」ミ
ーツで困りごとの見える化

● 自治体へのデータ提供スキームを推進

● コープさっぽろのリソースを組み合わせれ
ば自治体に多数の情報を共有可能
「買い物難民」「配食困難者」の見える化
→自治によるまちづくり政策の推進

※EBPM（エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキング。エビデンスに基づく政策立案）：
「政策の企画をその場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づくもの」

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/public-sector/articles/lg/what-is-ebpm-1.html
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公助共助

負担金

使用料・委託料

民間負担

協議体
重層的整備事業

生活支援体制整備事業
コミュニティづくり

生活支援コーディネーター
地域生活圏 など



PFS(Pay For Success)という手法により社会的インパクトを可視化し、行政コスト削減
分をマネタイズする手法に挑戦。日本社会に価値あるものを提供し、マネタイズを実施。

IMAGE

作成中



https://www.hokkaido-np.co.jp/article/1030021/
https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20231026/1257/

https://www.hokkaido-np.co.jp/article/1030021/
https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20231026/1257/


厚真家

ビジョンは



【「共助資本主義」最先端!?】コープ×ミーツで創り出す、
「協同組合」×「共助型プラットフォーム」の未来へ。



仮厚真家協同組合
協議体

地域運営組織
住民自治

コミュニティづくり

組合員出資

自治体

出資

事業シナジー・連携

IMAGE

地元で地元のことをやれる組織作り

まちづくり
住民
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